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２

　
町
体
育
協
会
（
小
佐
野
量
会

長
）
で
は
９
月
２２
日
、
町
民
体
育

館
で
の
町
制
祭
ス
ポ
ー
ツ
大
会

記
念
式
典
で
、
各
分
野
で
顕
著
な

功
労
の
あ
り
ま
し
た
５
名
の
体

育
功
労
者
と
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
修
め
ま
し
た
５３
団
体

と
個
人
に
特
別
体
育
功
労
者
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
町
体
育
功
労
者
】

　
渡
辺
　
穣
司 

（
船
津
支
部
）
　

　
北
村
　
大
介 

（
小
立
支
部
）
　

　
渡
辺
　
東
作 

（
ス
キ
ー
部
）

　
渡
辺
　
利
夫 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
）
　
　
　
　
　

　
佐
野
　
近
江 

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
）
　
　
　

【
町
特
別
体
育
功
労
者
】� 

 

　
三
浦
　
望
・
渡
邊
　
愛
　

　
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
優
勝

　
渡
邊
　
早
葵
　
　 
 

　
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
優
勝

　
渡
邊
　
真
紀
　

　
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
　

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
優
勝

　
渡
邉
光
司
・
渡
辺
幸
孝
　

　
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
優
勝

　
三
浦
　
宏
也
　

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
85
�
級
ト
ー
タ
ル
　
優
勝

　
野
沢
　
秀
平
　

　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
中
学
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
男
子
　
優
勝

　
穐
野
　
達
哉
　

　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
男
子
　
優
勝

　
渡
邊
　
由
香
　

　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
女
子
優
勝

　
渡
辺
　
美
里
　

　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
女
子
　
優
勝

　
古
屋
　
　
積
　
山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
ズ
Ｃ
　
優
勝

　
朝
野
　
　
聡
　
山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
ズ
Ａ
　
優
勝

　
鷲
見
　
浩
平
　
山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
ズ
Ｂ
　
優
勝

　
小
澤
　
宏
史
　
山
梨
県
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
３
戦
　
総
合
優
勝

　
天
野
　
瑠
南
　
山
梨
県
中
学
総
体
ス
キ
ー
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ペ
ン
女
子
　
優
勝

　
梶
原
　
　
聖
　
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
小
５
組
　
優
勝

　
高
木
　
雅
也
　
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
小
４
組
　
優
勝

　
中
村
　
侑
資
　
山
梨
県
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
総
合
優
勝

　
町
ス
キ
ー
部
　
山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　

団
体
の
部
　
男
子
優
勝
　
女
子
３
位

　
町
ゴ
ル
フ
協
会
　
山
梨
県
体
育
祭
り
ゴ
ル
フ
競
技
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
の
部
　
優
勝 

 
 
 
     

　
渡
辺
か
ん
な
・
濱
富
優
美
　

　
　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
女
子
　
２
位

　
三
堀
　
修
・
宮
内
　
耀
　

　
　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
男
子
　
２
位

　
中
村
龍
太
郎
　
関
東
高
校
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
　
総
合
２
位

　
小
立
少
年
野
球
　
第
17
回
Ｕ
Ｔ
Ｙ
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　
山
梨
県
少
年
軟
式
野
球
交
流
大
会
　
準
優
勝

　
流
石
明
典
・
中
村
光
佑
・
額
谷
有
希
・
新
藤
耕
平

　
赤
池
恵
介
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会

　
　
　
　
　
　
　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
３
位

　
小
林
　
由
人
　

　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
男
子
　
３
位

　
榊
原
　
草
詩
　

　
　
関
東
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
男
子
　
３
位

　
古
屋
　
柚
育
　
県
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ
自
由
形
　
３
位

　
河
口
湖
南
中
学
校
水
泳
部
　
県
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

　
荒
川
　
健
太
　

　
　
県
学
年
別
新
人
水
泳
競
技
大
会

　
　 

　
50
ｍ
背
泳
ぎ
、
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
３
位

　
三
浦
　
恵
莉
奈
　

　
　
県
学
年
別
新
人
水
泳
競
技
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
　
３
位

　
坂
本
　
栄
樹

　
　
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
技
術
選
手
権
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ペ
ン
男
子
　
総
合
３
位

　
河
口
湖
南
中
学
校
女
子
剣
道
部�

　
　
　
　
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　
　
団
体
戦
　
３
位

体
育
功
労
者
及
び

　
　
特
別
体
育
功
労
者
を
表
彰
！



広
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富
士
河
口
湖

　
３

　
長
田
　
成
和
起�

　
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
　
４
位

　
河
口
湖
南
中
学
校
男
子
剣
道
部
　

　
　
　
　
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
　
　
団
体
戦
　
４
位

　
武
井
宏
樹
・
渡
邉
大
樹
　

　
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
５
位

　
小
佐
野
智
巳
・
三
浦
　
司
・
丸
山
　
由
佳
　

　
　
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会

　
　
　
　
　
　
　
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
５
位

　
渡
辺
　
空
　

　
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
　
５
位

　
小
林
　
勇
介
　

　
　
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
　
６
位

　
坂
本
　
佳
子
　

　
　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　
　
　
　

　
　
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
　
小
学
生
高
学
年
女
子
　
５
位

　
坂
本
　
竜
一
　

　
　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　
　
　
　

　
　
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
　
小
学
生
低
学
年
男
子
　
６
位

　
流
石
　
章
代
　

　
　
全
国
少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会
と
び
う
お
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
バ
タ
フ
ラ
イ
１
０
０
ｍ
　
25
位

　
荒
川
　
真
理
　

　
　
全
国
少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会
と
び
う
お
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
背
泳
ぎ
１
０
０
ｍ
　
98
位

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

　
子
ど
も
た
ち
の
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
！

「
頑
張
れ
、
富
士
山
！
」

【
ポ
ス
タ
ー
】

【
作
　
文
】

小
立
小
学
校
　
６
年
　
小
池 

真
子

　
富
士
山
が
、
日
本
国
民
の
か
け
が
え
の
な
い

財
産
と
し
て
、
ま
た
日
本
が
世
界
に
誇
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
後
世
へ
伝
え
残
し
て
い
く
た
め
、

現
在
、
山
梨
県
・
静
岡
県
及
び
当
町
を
含
め
た

周
辺
関
係
市
町
村
に
お
い
て
、
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
生
に
世
界

文
化
遺
産
登
録
へ
の
認
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
富
士
山
が
自
分
た

ち
の
郷
土
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、こ
の
度
、
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
を
テ
ー
マ
と
し
て
ポ

ス
タ
ー
や
作
文
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
総
数
４
９
０
点
の
、い
ず
れ
も
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
子
ど
も
達

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
回
は
、こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
、
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
優
秀
で
あ
っ
た
作
品
を
3
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
作
品
の
完
成
度
の
高
さ
と
同
じ
よ
う
に
、
富
士
山
並
び
に
周
辺

の
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
、
子
ど
も
達
の
中

に
高
く
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
湖
南
中
　
１
年
　
堀
内 
明
莉

　
富
士
山
は
日
本
の
宝
物
な
の
で
、「
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
」

に
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　

　
い
つ
も
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
富
士
河
口
湖
町
。
観
光
客

の
ほ
と
ん
ど
が
、
あ
の
美
し
く
て
雄
大
な
富
士
山
を
見
に
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
遠
く
か
ら
見
て
い
る
と
、
と
て
も
美
し
い
日
本
一
の
山
で
す
。
け

れ
ど
、
い
ざ
登
っ
て
み
る
と
あ
の
美
し
さ
は
何
だ
っ
た
の
か
と
思

う
ほ
ど
の
大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
だ
ろ
う
、
富
士
山
を
よ
ご
し
て
何
に
な
る
の

だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人

は
と
て
も
簡
単
で
す
。
で
も
そ
れ
と
は
反
対
に
、ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い

る
人
も
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
人
を
見
た
の
は
、
自
然
観
察
教
室
で
宝

永
山
を
見
に
行
っ
た
時
で
す
。
背
中
に
大
き
な
冷
蔵
庫
の
よ
う
な

も
の
を
背
負
っ
て
い
る
人
や
ゴ
ミ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
た
の
で
す
。
こ
ん
な
所
に
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
く
る
人
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
や
は
り
ゴ
ミ
を
持
っ
て
（
拾
っ

て
？
）
き
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
光
景
を
目
に
し
た

時
、
私
は
絶
対
に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
に
小
さ
な
ゴ
ミ
で
も
ゴ
ミ
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
登
山
を
す
る
の
で
、
絶
対
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
と
い
う

の
も
無
理
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
自
分
な
り
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
工
夫
を
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
に
な

る
よ
う
な
も
の
は
、
な
る
べ
く
持
っ
て
こ
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
が

持
っ
て
き
た
全
て
の
も
の
に
責
任
を
持
つ
。
こ
れ
は
登
山
者
と
し

て
当
た
り
前
の
ル
ー
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
、
ゴ
ミ
は
確
実
に
減
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
に
登

山
者
一
人
一
人
が
少
し
ず
つ
で
も
努
力
す
れ
ば
、
富
士
山
は
き
れ
い

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
今
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
下
さ
っ
た
方
に
心

か
ら
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
が
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
美
し
く
て
雄
大
な
富
士
山
を
未
来
に
残
し
て
お
く
た
め

に
・・・
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河
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私
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
健
康
で
あ
っ
て
も
、い
つ
ど
ん
な
と
き
に
病
気
や
ケ
ガ
で
、
高
額

の
医
療
費
が
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
や
家
族
数
な
ど
に
よ
っ
て

お
金
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
強
調
月
間
に
ち
な
み
、
平
成
１９
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は

 
 
 

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す

平
成
１９
年
度
国
保
特
別
会
計
決
算

歳出合計　２６億6,202万円
歳入合計　２６億7,716万円

国民健康保険

歳
　
入

歳
　
出

保険給付金
16億1,521万円
(61%)

0才～74才
までの医療費

75才以上の
医療費

老人保健
拠出金

４億2,842万円
(16%)

国県補助金
15億413万円
(56.2％)

保険税
8億6,305万円
(32.2%)

その他(総務費、高額医療費、共同事業拠出金、保健事業費など)
　４億5,670万円
　　(17%)

介護医療費
1億6,169万円
(6.0%)

一般会計繰入金
1億4,244万円
(5.3%)

前年度より繰越金
2,079万円
(0.8％)

基金繰入金
7,000万円
(2.6％)

その他
 7,675万円(2.9％)

資
格
の
取
得
・
喪
失
の
と
き
は
、

　
　
　
　
　
す
み
や
か
に
届
け
出
を

資
格
の
発
生
と
保
険
税
（
遡
及
賦
課
に
つ
い
て
）

そ 
 

き
ゅ
う 

 
 

ふ 
 
 
  

か

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　保険税を納めなければならない人を納付義務者といいます。世帯主が国保の被保険者であ
るなしにかかわらず、家族のなかに国保の加入者がいれば、保険税は、世帯主が納めることに
なります。
　遅滞なく納期内に納めていただくことが、国保運営を円滑に進めることになります。保険
税納付には、簡単で便利な口座振替をおすすめします。

平成１９年度納付していただいた国民健康保険税はすべて医療機関への支払いに充てられています。

　　もし、あなたが保険税を滞納しているのなら、すぐに納めましょう。保険税を納めないでいると

　国保の財源が不足し、きちんと納めている人の負担が大きくなってしまいます。納付が困難なとき

　は、早めに相談ください。

　⇒納税相談は役場税務課・保険課で常時受け付けています。税務課72-1113　保険課72-6026

滞納する前に納付相談を！！

　
上
に
あ
る
円
グ
ラ
フ
が
平
成
19
年
度
の
富
士
河
口
湖

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
状
況
で
す
。

　
歳
出
の
う
ち
約
9
割
以
上
を
医
療
費
が
占
め
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
医
療
費
が
増
え
る
と
比
例
し
て
歳
出
額

も
増
え
て
い
き
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
に
見
合
っ
た
額
ま

で
歳
入
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
歳

入
の
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
町
の
国
民
健
康
保
険
の
運
営
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
益
々
増
え
て
い
く
医
療
費
、
限
り

あ
る
財
源
、
国
民
保
険
の
健
全
な
運
営
を
続
け
る
た
め

に
は
、
保
険
税
の
正
し
い
納
付
は
当
然
な
が
ら
、
医
療

費
を
少
な
く
抑
え
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
自
己
の
健
康

管
理
に
気
を
つ
け
、
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
心
が
け
、
加
入
者
一
人
一
人

が
健
康
に
な
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

�

保
険
証
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
証
明
書
で
あ
る

と
同
時
に
、
医
療
機
関
受
診
の
際
の
受
診
券
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

�

国
保
加
入
者
が
、
他
の
保
険
制
度
を
適
用
す
る
会
社

や
組
合
な
ど
に
勤
め
た
り
、
ま
た
は
辞
め
た
と
き
に
は
、

す
み
や
か
に
資
格
の
取
得
や
喪
失
の
届
け
出
を
し
ま
し

ょ
う
。

�

特
に
、
学
生
が
卒
業
し
て
就
職
し
た
場
合
の
届
け
出

は
、
何
年
も
忘
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
う

一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

�

保
険
税
は
届
け
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
な
く
、
資

格
が
で
き
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
退
職

な
ど
、
資
格
が
で
き
て
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、

資
格
の
発
生
し
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

保険税の
納付義務者は
世帯主です
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わがまちの
10月は

国民健康保険強調月間

　
町
で
は
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
児
童

の
健
康
管
理
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
受
け
た
児
童
に
対
し
、

そ
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

(

一
人
に
つ
き
2,
0
0
0
円
。
但
し
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
金
額
が
2,
0
0
0

円
未
満
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん)

　
平
成
20
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
予

防
接
種
を
受
け
た
0
歳
～
中
学
3
年
生

ま
で
の
子
供
さ
ん
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
あ

る
こ
と
及
び
接
種
を
受
け
た
者
が
明
記

さ
れ
た
領
収
書(

レ
シ
ー
ト
可)

、
印
鑑
、

振
込
み
先
の
わ
か
る
通
帳
な
ど
を
も
っ

て
役
場
保
険
課

に
あ
る
申
請
書

に
よ
り
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
限
は

平
成
21
年
2
月

末
日
ま
で
で
す

が
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
任
意
の

　
予
防
接
種
の
た
め
保
護
者
の
責
任
に
お

　
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
子
供

　
さ
ん
の
十
分
な
体
調
管
理
が
必
要
と
思

　
わ
れ
ま
す
。

中
学
生
以
下
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
費
用
の

　
　
　
一
部
助
成
に
つ
い
て

長寿医療制度・国民健康保険の保険料（税）の
年金からのお支払いのお知らせです

○１人当たり定額の保険料が７割軽減されていた方で、８月まで年金からお支払い頂いた方

　は、１０月以降、年金からのお支払いはありません。納付書等によりお支払い頂いてい

　る方の保険料も、同程度軽減されます。

○保険料は、お支払いの手間をおかけしないよう、原則として年金からお支払い頂くこと

　としています。

　次の方は、１０月から、年金からのお支払いに替わります。

　�被用者保険（社会保険等）の被保険者であった方

　　　（納付書等によるお支払いから、年金からのお支払いに替わります。）　

　　　(ただし、口座振替の申請をされているかた以外の方)

　�被用者保険　(社会保険等)の被扶養者であった方

≪長寿医療制度≫

　１０月から、被保険者の方（世帯主を含む）が６５～７４歳の方だけの世帯では、原則、世帯主

の方の年金からのお支払いに替わります。(ただし、口座振替申請済み以外の方)

≪国民健康保険≫

（初めて保険料をご負担いただくため、４月から９月までは保険料の負担がありませんでした。
　　　　　　　　　　　　　　１０月から、本来の保険料額の９割は軽減され、１割のご負担となります。）

※ただし、次のいずれかに該当する方は、年金からのお支払いではなく、納付書等でお支払い頂くこととなります。

　①年金額が年額１８万円（月額１万５千円）未満の方

　②介護保険の保険料と長寿医療制度の保険料又は国民健康保険の保険料（税）の合計額が、年金額の１／２を

　　超える方

年金からの保険料のお支払いは
口座振替へ切り替えることができます。

くわしくは、役場保険課　国保・老人保険係へお問い合わせください。

72－6026



広
報
富
士
河
口
湖

　
６

＝富士が！湖が！ もみじが！ 世界の友とレッツウォーク＝

第17回 富士河口湖もみじマーチ
（健康のまちづくりウォ－キング大会）へ参加しましよう！！

■日　　時　　10月18日（土）・19日（日）

■集合場所　　富士河口湖町総合公園（ステラシアター上）

■受　　付　　午前8時30分～　　　　　　

■出 　 発 　  午前9時からの大会セレモニー後スタート

■持 ち 物　　水筒　副食　雨具（スタート・ゴールは富士河口湖町総合公園です。）

午前7時～10時 午後4時

コース 受付・スタート 最終ゴール受付

●問合せ先　町民体育館　℡７３‐１２２０　健康増進課　℡７２‐６０３７

１０月１８日（土）、１９日（日）、全国の歩友が富士河口湖町にやってきます。町では、町民スポーツとして『ウォー

キング』を積極的に勧めています。今年も「もみじマーチ（第11回IVVオリンピアードプレ大会）」と併せて「健

康のまちづくりウォーキング大会」を実施致します。

　５㎞・１０㎞・２０㎞・４０㎞とコースも距離も自由に選択できますが、「健康のまちづくりウォーキング大会」は、

５㎞・１０㎞コースとさせていただきます。奮ってご参加ください。※町民の参加費は無料です。

　　　　　　　　　＝参加記念品、大会バッチ、地図は、当日受付でお渡しします。＝

◇健康のまちづくりウォーキング大会

5㎞コース

10㎞コース

総合公園～町民グランド前信号（右折）

～東富士インター前～国道１３９号歩道

～ベル前信号（左折）～総合公園

総合公園～船津登山道～富士環境セン

ター～富士北麓公園～東富士五湖道路

側道～料金所前（左折）～総合公園

40㎞・20㎞

10㎞・ 5㎞

10月19日（日）富士浅間神社・忍野八海（東コース）

◇もみじマーチ  第２日（ウォーキング）

午前7時～10時 午後4時

コース 受付・スタート 最終ゴール受付 5㎞コース

10㎞コース

総合公園～船津登山道～ホテルレジー
ナ前～富士スバルライン～星野板金前（左
折）～船津登山道～変電所（左折）～大
橋通り～総合公園

総合公園～船津登山道～東海自然歩道
～国道１３９号随道～勝山中央通り～富
士御室浅間神社～湖畔遊歩道～大橋通
り～総合公園

40㎞・20㎞

10㎞・ 5㎞

10月18日（土）鳴沢氷穴・西湖・河口湖（西コース）

◇もみじマーチ  第１日（ウォーキング）

★大会セレモニーを午前９時から開催します。

★大会セレモニーを午前９時から開催します。
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□ 育児に力が入りすぎていませんか？

　　　　　□仕事のストレスで子供にあたっていませんか？

　子供たちは成長とともに、「大人から自立したい。」という気持ちが強くなってきます。それが、

大人から見ると「言うことを聞かない！」と、しかってしまうことになってしまいます。子供自身のジ

レンマと大人からしかられたことで、もうどうにもならない気持ちがわきあがって、大人でも手をつ

けられない抵抗をするのです。大人にとっては困ることもありますが、「自立しようとしているんだ。」

と気持ちを切り替えて怒らずに落ち着いて話をしてみましょう。子供の気持ちを聞いて一緒にこう

してみようと考えるのも案外育児が楽しくなりそうです。

しかってもきかなくなる。

またしかる。

激しくしからないときかなくなる。

親は疲れる。ストレスが増える。

くり返されると子供は憎悪の念を抱くようになる。

《悪循環サイクル》

子供の成長として見守る。

子供の成長が楽しい育児。

子供は「信じてもらえる」と思う。

うれしい・幸福感・やる気。

何か頑張ってしたくなる。

《好循環サイクル》

ダメでしょ！

ダメだと

言ってるじゃないか！

どうしたいの？

じゃあ、やってごらん。

できたねぇ。

親子で楽しむ　読み聞かせ親子で楽しむ　読み聞かせ

　子供は赤ちゃんの頃からことばの意味を理解しています。母親の

やさしい言葉から安心した気持ちになったり、絵本を通じてのふれあ

いの楽しい時間となります。膝の上に座らせ

たり、眠りにつく前に添い寝しながら読んであげましょう。小さな子

供には、ストーリーの理解は求めずに本を通じてコミュニケーション

やスキンシップをはかりましょう。読み手が感情豊かに表現することや、本から感じたことをお話しする

ことで、実は、子供自身も自分の気持ちを表現できるようになり、感情的な問題を人に話して解決して

いくという人間にとって大切な能力の基礎訓練にもなっているのです。
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ISO 14001ISO 14001ISO 14001
　ＩＳＯ１４００１は、組織活動が環境に及ぼす影響を最小限にくい止めることを目的に定められた環境に関する
国際的な標準規格です。富士河口湖町環境管理システムでは、町長によって宣言された環境方針を実現に近
づけるために、その具体的な到達点として「環境の目的･環境目標」を設定し、その達成状況により環境管理の
進捗を判断する目安としています。
　目標が未達成及び不適合が生じたものについては、今後の目標達成に向けて見直しを図り、是正措置を講
じて参ります。

●平成 19年度集計結果

町役場業務においての環境保全活動 (富士河口湖町環境管理システム)

①良好な環境の創出
①－１湖の環境保全
に貢献する基盤整備
を進める

①－３ 沿道の緑化・

景観整備を進める

①－２ 多様な公園整備

を進める

人口増加に対する下水道の普及促進 １４，０００人以上

新規都市公園整備

継続

継続 １７年度から

累計35,708㎡

○

１４，１１８人

新規供用都市公園面積の拡大

15件以上 ３０件 ○

○

○

まちなみ飾花補助の推進

１０件／年以上 ２８件花の種銀行事業の推進

環 境 目 的 環 境 目 標 目 標 値 実 績 値 評価

③－2 節水活動の

推進
事務サイトの水道使用量の削減 ○

○

③省エネルギー、省

資源

③－１省エネ活動の

推�進

事務サイトの電気使用量削減 650,650kwh
618,615kwh／年以下

（対１８年度比0.5％減）

９６３m3
1,355m3／年以下

（対１８年度比0.5％減）

×

③－3コピー用紙使

用量削減
コピー用紙購入量削減 2,707,850枚

3,153,833枚／年以下

（対１８年度比0.5％減）

③－４庁内リユース

推進
事務用品購入額削減 2,842,165円 ○

○

×

予算額

○

②国際観光地に

　ふさわ�しい環境

　美化

②－１ 観光拠点

　周辺の美化推進

②－２ イベントに

よるゴミの発生抑制
9.1ｇ／人以下 9.1ｇ／人 ○環境配慮型イベント運営の推進

②－３ 環境保全意識

啓発内容を含むイベ

ントの実施

×イベントによる環境保全意識啓発

計画中 計画中 ○リサイクルセンター分館建設の推進

３回／年以上 ３回全町的な湖畔周辺の清掃活動の実施

2件／年以上 １件

○エココンサートによる環境保全意識啓発 2件／年以上 ２件

④－2 庁内における

一般廃棄物発生量の

削減

一般廃棄物発生量の削減 8,815㎏
6,873ｋｇ／年以下

（対１８年度比２％減）

×

④－3 町内における

一般廃棄物発生量の

削減

生ごみ処理機器補助の件数 ７件１５件／年以上

④リサイクル

④－１ 庁内における

有価物の回収

有価物回収量の拡大 12,137㎏
10,133ｋｇ／年以上

（対１８年度比２％増）

EC00J0306EC00J0306
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　以上の項目以外にもシステムでは、環境目的・目標に取り上げることはできないが、監視測定しながら一定
基準内に維持・管理してゆく項目が設定されており次のとおりです。（ボイラーで使用する重油の使用量、灯
油の使用量、ＬＰガスの使用量、地下水揚水量、井戸設置数、開発申請への指導件数、事務サイト以外の電力・
水道使用量、保育所での生ゴミ排出量）

富士河口湖町環境管理事務局（環境課内）℡72－3169

富士河口湖町環境管理システム(ISO14001)についてのお問合せ

リサイクル実績量の拡大

⑤グリーン調達

⑤－1環境配慮型事務

用品の使用拡大

指定事務用品に占める環境配慮型事務用品

使用比率の拡大
99.8％ ○使用率９5%以上

⑥公共事業等の環境

�配慮

⑥－1 環境配慮指針

の�作成と適用

公共事業・イベントに関する環境配慮指針の

運用
83件

０箇所

○

×

○

適用率80％

⑦環境基本計画と循

�環型社会の実現

⑦－１環境マネジメ

ン�トシステムの拡大

全町的な環境マネジメントシステムの運営 公共施設４ヶ所に新規
導入

リサイクル啓発活動の拡大

1,183名参加者1,300名以上

2,056人以上
（対１８年度比２％増）

⑧－４町民の環境

学習�機会の拡大

青少年・社会人を対象とした公的環境学習

参加人数の拡大
×

×

1,773名

ウォーキング協会によるノーカー運動の推進 １8件／年以上 15件

×

船津27件
小立20件
大石6件
河口15件
こもも7件
勝山4件
足和田6件
富士ｹ嶺6件
精進・本栖7件

各保育所年６回以上
⑧－２保育所での

児童�への環境教育
絵本・紙芝居による環境意識啓発

○

広報に掲載・

環境報告書発行

広報誌３回掲載、
環境報告書発行

⑧意識啓発

⑧－１環境マネジメ

ント成果の公表

広報誌による成果公表の機会の拡大

×

×
539.7ｔ／年以上

（対１８年度比２％増）
清掃事業所での有価物の回収の拡大 484ｔ

環 境 目 的 環 境 目 標 目 標 値 実 績 値 評価

101,021ｋｇ／年以上
（対１８年度比１％増）

99,740㎏

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
！

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
そ
の
１
『
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
き
れ
い
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
』

　
一
部
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
収
集
日
以
外
の
日
に
ご
み
出
さ
れ

て
い
た
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
収
集

し
な
い
粗
大
ご
み
や
資
源
ご
み
が
出
さ

れ
る
な
ど
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
す
と
、
動
物
に

食
い
荒
ら
さ
れ
て
散
乱
し
た
り
、
景
観
を
損
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　
ま
た
、
投
げ
捨
て
を
誘
発
す
る
な
ど
、
近
所
の
迷
惑
に

な
り
ま
す
。
維
持
管
理
を
す
る
人
や
土
地
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
ル
ー
ル
を
き
ち

ん
と
守
り
き
れ
い
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
収
集
す
る
ご
み
は
「
可
燃
ご

　
み
」
と
「
不
燃
ご
み
」
で
す
。
こ
れ
ら
以
外
の
ご
み
は
収

　
集
し
ま
せ
ん
の
で
間
違
っ
た
際
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ

　
さ
い
。

◇
ご
み
は
分
別
し
指
定
袋
に
入
れ
て
、
袋
の
口
は
結
ん

　
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
必
ず
収
集
日
の
朝
出
し
て
く
だ
さ
い
。
前
日
の
夜
間

　
な
ど
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
２
『
犬
に
関
す
る
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
』

　
朝
夕
、
犬
を
散
歩
す
る
飼
い
主
の
方
を
多
く
見
受
け
ま

す
が
、フ
ン
の
後
始
末
を
す
る
道
具
を
持
た
な
い
人
や
持

っ
て
い
て
も
後
始
末
を
行
わ
な
い
な
ど
、
フ
ン
に
対
す

る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
が
出
来
な
い
と
き
な

ど
、
一
時
的
に
犬
を
放
し
た
時
に
他
の
人
に

跳
び
掛
か
っ
た
り
、
犬
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
と

い
っ
た
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
散
歩
の
時
な
ど
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を

　
も
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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「
新
築
住
宅
奨
励
金
制
度
」
に
つ
い
て

収
集
日
の
休
日
に
伴
う
代
替
収
集
に
つ
い
て

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

都
市
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

　
　
　
　
及
び
耐
震
改
修
補
助
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
＝
今
月
は
、
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
＝

　
　
　
　
　
　
支
給
日
は
１０
月
１０
日
（
金
）
で
す
。

，，， ，

奨
励
金
の
額

◇
飼
い
犬
は
必
ず
鎖
な
ど
に
つ
な
い
で
飼
育
し
、
近
所
に
迷

　
惑
を
か
け
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
一
時
的
に
犬
を
放
す
な
ど
の
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い

　
で
下
さ
い
。
他
の
人
や
犬
な
ど
に
ケ
ガ
を
さ
せ
る
恐
れ
が

　
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
３
『
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
』

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
悪
臭
や
ば
い
煙
な
ど
は
、
健
康
や
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
焼
却
は
法

律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
を
正
し
く
行
い
、燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
例
外
と
し
て
】

◇
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
等
、
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
枝

　
等
の
焼
却

◇
「
ど
ん
と
焼
き
」
な
ど
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
の
行
事

　
を
行
う
た
め
の
焼
却

◇
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
暖
を
と
る
た
め
の
薪

　
な
ど
の
焼
却
（
い
ず
れ
の
場
合
で
も
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス

　
チ
ッ
ク
類
を
燃
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

　
こ
れ
は
、
環
境
課
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
一
部
を
記

述
し
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
基
づ
き
、
町
民
カ
レ
ン

ダ
ー
に
は
表
記
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
収
集
日
が
休
日
の

場
合
は
、
代
替
収
集
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■
10
月
13
日
（
月
）
休
日
の
代
替
は
、10
月
11
日
（
土
）
に
収
集

　
し
ま
す
。

◎
対
象
　

　
　
小
立
・
大
石
・
河
口
・
勝
山
・
足
和
田
地
区
の
燃
え
る
ご
み

■
11
月
3
日(

月)

休
日
の
代
替
は
、11
月
1
日(

土)

に
収
集

　
し
ま
す
。

◎
対
象

　
　
小
立
・
大
石
・
河
口
・
勝
山
・
足
和
田
地
区
の
燃
え
る
ご
み

　
各
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

★
支
給
額
　
０
歳
以
上
３
歳
未
満
の
児
童

　
第
１
子
・
第
２
子
　
　
１
０,

０
０
０
（
月
額
）

　
第
３
子
以
降
　
　
　
　
１
０,

０
０
０
（
月
額
）

★
支
給
額
　
３
歳
以
上
の
児
童
　

　
第
１
子
・
第
２
子
　
　
　
５,

０
０
０
（
月
額
）

　
第
３
子
以
降
　
　
　
　
１
０,

０
０
０
（
月
額
）

※
支
給
額
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
６
月
・
７
月
・
８
月
・
９
月 

 

　
の
４
ヶ
月
分
で
す
。

尚
、
現
況
届
未
提
出
の
方
は
振
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
法
で
は
、
児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方
は
　

　
毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け 

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
６

　
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

　
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

　
あ
る
か
、
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

　
も
の
で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い

　
と
、
６
月
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ

　
な
く
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
総
合
窓
口
課
児
童
手
当
担
当
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
４

　
町
に
住
宅
を
新
築
又
は
新
築
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
方
で
、

町
に
定
住
の
た
め
配
偶
者
を
伴
い
新
規
に
転
入
さ
れ
た
方

（
夫
婦
共
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
）
は
、
新
築
住
宅
の
奨
励

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

　
40
万
円
（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
建
築
確
認
申
請
を

　
提
出
さ
れ
た
物
件
）

　
30
万
円
（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
前
に
建
築
確
認
申
請
を

　
提
出
さ
れ
奨
励
金
制
度
の
該
当
期
間
内
の
物
件
）

●
問
合
先
　
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
72-

1
1
2
9
）

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
死
者
６
４
０
０
余
名
の
約

８
割
は
、
住
宅
の
倒
壊
等
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

能
登
半
島
地
震
、
中
越
沖
地
震
で
も
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
特
に
古
い
木
造
家
屋
の
倒
壊
が
目
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◇
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

◇
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
に
つ
い
て

「
男
性
の
た
め
の
食
育
講
座
」
参
加
者
募
集

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

河
口
湖
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

第
八
回 

富
士
河
口
湖
町
囲
碁
大
会

富
士
河
口
湖
町
囲
碁
ク
ラ
ブ
主
催

立
ち
、
多
く
の
人
的
被
害
が
確
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
年
６
月
14
日
に
発
生

し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
お
い

て
は
13
名
が
死
亡
、10
名
が
行
方
不

明
、
７
月
24
日
未
明
に
岩
手
県
沿
岸
北
部
で
発
生
し
た
地
震

で
は
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
千
葉
各
県
で
計
1
1
5
人

以
上
が
負
傷
す
る
被
害
が
で
ま
し
た
。

　
山
梨
県
に
お
い
て
も
東
海
地
震
や
活
断
層
に
よ
る
大
規

模
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
、
建
築
物
の
耐
震
化
は
緊
急
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
の
補
助
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅
の
耐

震
性
の
確
認
・
確
保
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

１
、
内
容
　

　
　
木
造
住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
無
料
耐
震

　
診
断
。（
費
用
に
つ
い
て
は
町
が
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用

　
し
な
が
ら
負
担
し
ま
す
。
）

２
、
対
象
住
宅

　
・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
２
　

　
階
建
て
以
下
の
住
宅
。

　
・
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
述
べ
床
面
積
の
過
半
が
住
　

　
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅
。

※
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
て
も
規
模
・
仕
様
等
で
対
象
に

　
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
時
に
ご
確
認

　
下
さ
い
。

１
、
内
容
　

　
　
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
す
る
際
に
町
が
一
部
費
用
を

　
負
担
す
る
補
助
事
業
。（
町
が
国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し

　
な
が
ら
一
部
負
担
し
ま
す
。
）

２
、
対
象
事
業

　
・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
化
の
必
要
が
あ

　
る
（
総
合
評
点
1
・
0
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
耐

　
震
改
修
（
総
合
評
点
を
1
・
0
以
上
に
）
す
る
事
業
。

３
、
補
助
金
額

　
・
最
大
で
80
万
円
ま
で
。
（
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯

　
等
に
つ
い
て
は
最
大
で
1
0
0
万
円
ま
で
。
）

※
こ
れ
以
外
に
も
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い

　
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
（
内
容
等
で
ご
不
明
な
点
等
が
あ
る
場
合
は
）
　

　
　
　
　
　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
　
℡
72
‐
１
９
７
６

■
日
　
時
　
10
月
25
日
（
土
）

■
場
　
所
　
く
ぬ
ぎ
平
サ
ッ
カ
ー
場
　
サ
ブ
コ
ー
ト

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

■
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
町
民
の
方
で
構
成

■
試
合
形
式
　
８
人
制
、20
分
ハ
ー
フ

■
期
　
限
　
10
月
16
日
（
金
）
ま
で

●
申
込
先
　
町
民
体
育
館
（
℡
73
‐
１
２
２
０
）

　
囲
碁
好
き
な
方
必
見
！
！
本
格
的
な
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
！
初
心
者

さ
ん
も
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
11
月
9
日(

日)

　
午
前
８
時
30
分
～

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
大
人
1
5
0
0
円
　

　
　
　
　
　
子
ど
も
5
0
0
円

■
対
　
象
　
小
学
生
以
上

■
競
　
技
　
レ
ベ
ル
別
で
開
催(

有
段
者
、
そ
の
他)

■
定
　
員
　
60
名(

な
り
次
第
締
め
切
り

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
10
月
20
日
ま
で
に
生
涯
学
習
課
【
℡
72-

6
0
5
3
】

 

男
性
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
に
気
を
配
っ

て
い
ま
す
か
？

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
手
軽
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
料
理

の
調
理
・
試
食
と
健
康
や
食
生
活
に
つ

い
て
の
簡
単
な
お
話
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

 
 

応
募
資
格
は
「
町
内
在
住
の
男
性
」
で

あ
る
こ
と
の
み
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
18
日
（
火
）
午
前
９

時
～
午
後
２
時

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

調
理
室

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

　
　
　
　
　
も
の
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル
・
筆
記
具
な
ど

　
　
　
　
＊
容
量
が
７
０
０
�
の
お
弁
当
箱
ま
た
は
パ
ッ

　
　
　
　
　
ク
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
切
り
　
　
11
月
7
日
（
金
）

■
参
加
費
用
　
無
　
料

●
申
込
先
　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係（
℡
72
‐
６
０
３
７
）

 
 
 
 
 
 
 

　 
 
 

　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で 

　



広
報
富
士
河
口
湖

　
１２

原付で「富士山の形」のナンバー導入

掲示板 １０月は町県民税の第３期の納期です。 町への納税は口座振替が便利です

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

（
９
月
号
の
続
き
）

⑧
各
筆
の
評
点
数
の
付
設

　
路
線
価
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
街
路
に
沿
接
す
る

土
地
ご
と
に
間
口
、
奥
行
、
形
状
、
利
用
上
の
法
的
制

限
等
の
状
況
に
応
じ
た
補
正
率
を
乗
じ
て
１
㎡
当

た
り
の
評
点
数
を
求
め
ま
す
。

⑨
各
筆
の
評
価
額
の
算
出

　
各
筆
の
１
㎡
当
た
り
の
価
格
に
地
積
を
乗
じ
て

評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
以
上
９
項
目
の
流
れ
が
、
市
街
地
宅
地
評
価
法
に

よ
る
土
地
評
価
方
法
で
す
。

　
そ
の
他
は
、
街
路
に
路
線
価
を
付
設
せ
ず
、
標
準

宅
地
か
ら
比
準
さ
せ
て
評
価
額
の
算
出
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
以
下
５
項
目
に
よ
り
評
価
さ
れ
ま

す
。

　
１
　
状
況
類
似
地
区
の
区
分

　
２
　
標
準
宅
地
の
選
定

　
３
　
標
準
宅
地
の
適
正
な
時
価
の
評
定

　
４
　
各
筆
の
表
点
数
の
付
設

　
５
　
各
筆
の
評
価
額
の
算
出

　
こ
の
評
価
方
法
を
状
況
類
似
方
式
と
い
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
市
街
地
宅
地
評
価
法
に
よ
っ
て
土
地

評
価
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
状

況
類
似
方
式
に
よ
っ
て
土
地
評
価
が
さ
れ
て
い
る
地

域
も
多
く
あ
り
、
大
石
・
河
口
・
長
浜
・
西
湖
・
西
湖
西

・
西
湖
南
・
大
嵐
・
富
士
ケ
嶺
・
精
進
・
本
栖
で
は
こ
の

方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
（
完
）

土
地
評
価
は

　
　
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か 

③

固
定
資
産
研
究

　富士河口湖町では「富士山をイメージしたかたち」の原動

機付自転車ナンバープレートの交付を開始します。

　原動機付自転車の「富士山型ナンバー」の交付は、富士山

ナンバー（乗用車等）の交付に合わせて11月４日（火）から税

務課窓口で交付します。

　標識の数字は順番に交付しますので、選択は出来ません。

また、現行の標識も従来どおり交付します。

　現在の標識を富士山型に交換する場合は、一度廃車手続

きをしてから交付しますが、現在の取得している標識と印鑑

が必要です。また、ナンバー交換に伴い保険等の変更手続が

必要となりますので、ご加入の保険会社等にお問い合わせく

ださい。なお、交付できる人は、原則として富士河口湖町に

住民登録をしている人です。

　詳しくは、富士河口湖町税務課（原付・軽自動車担当）まで

お問合せください。

県との合同不動産公売の実施について

――県との連携による徴収強化――

（収納係からのお知らせ）

　富士河口湖町では、税負担の公平性と税収の確保を図る

ため、税の滞納により差し押さえた不動産を、山梨県及び県

内市町村と合同で次の日程で、入札により公売を実施します。

　今後も、積極的に合同不動産公売を実施するなど県との

連携による取組を行い、徴収強化に努めていきます。

　物件等の詳しい内容については、インターネットホームペ

ージなどでも情報を掲載

するほか、入札を希望さ

れる方にご利用いただけ

るように、公売手続や公

売財産の詳細などを記載

した『合同不動産公売案

内』を役場税務課に備え

付けていますので、ご利

用ください。

　詳しくは、富士河口湖町税務課（収納係）までお問合せく

ださい。

＊イメージ図

合 同 不 動 産 公 売

入札日時　平成２０年１０月２２日（水）

　　　　　午後１時３０分～２時

会　　場　山梨県総合県税事務所　研修室

　　　　　（甲府市飯田１－１－２０　ＪＡ会館５階）




